
令和７年度 特別の教育課程の実施状況等について（三崎小学校「グローバル表現科」） 

 

〇特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）実施状況 

計画通り実施できている。  

 

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

年度初めの保護者会において説明の場を設けたり、学校だよりを中心とした発信を随時行った

りしている。このことにより、学校だけでなく家庭や地域の協力によっても特別の教育課程の編

成の効果が上がっていくことを目指している。 

 

〇実施の効果および課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

 グローバル化や多様化が急速に進む現代社会において、郷土三崎を愛し、多種多様な文化や

考えを尊重した豊かな国際感覚を身に付けた子の育成を目指している。 

様々な国の文化に触れることで、国際感覚を少しずつ身に付けていくことはもちろん、改めて

郷土三崎のよさについても理解し、愛する心を育むことができた。 

取組も３年を経過し、これまでの取組を踏まえ、学年ごとの教科目標や評価規準についても整

理することができた。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

三浦市立三崎小学校は「自ら学び、心豊かにはばたく子 ～自ら考え、他者と合意形成を図り

ながら解を創り出し、生涯にわたって学び続ける力の育成～」を学校教育目標としている。 

多種多様な文化や考えを尊重し、豊かな国際感覚を育てることは、学校目標に掲げた「生涯に

わたって学び続ける力」の育成に大いに役立っていると考える。 

多種多様な文化に触れることについては、姉妹都市のあるオーストラリアの文化を学んだり、

台湾、香港の小学校とのオンライン交流をしたり、中国や台湾の小学校が訪日旅行をした際に文

化交流を行ったりした。また他国の文化を尊重するためには、日本や郷土三崎の文化を尊重する

ことも同様に大切だと考える。日本舞踊体験、全校大漁旗づくり、伝統芸能「いなりっこ」や世

界無形文化遺産「チャッキラコ」の児童参加・見学などを行い、学校目標の具現化を図った。 

 

〇課題の改善のための取組の方向性 

特設１年目の令和５年度は、取組時数の関係で高学年に集中する傾向があった。２年目となる

令和６年度は、全学年で年間 35 時間を確保し、全校での取組を充実させた。３年目の令和７年度

は、県内の教育関係者や市内全小学校の教員を招き、公開授業研修会を行った。 

言語については、世界の共通語である英語に特化することになった。英語に絞るのか、それと

も他言語も含めていくのか、という課題は数年前からあったが、中国・香港・台湾と交流するな

かで、子どもたちが実際に使う言語が英語であったことが大きい。一方で、英語が苦手な児童は

本校にも相手にも一定数いる。その際は、お互いに漢字を用いてコミュニケーションを図ること

が有用であることも分かった。 



次年度は主として英語を用いて、三崎の魅力を外国に発信できるようにしたいと考えている。 

 


